
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

〈欠席の連絡について〉 

・学童を欠席される際には必ず学校とこどもセンターの両方に連絡をしてください。日頃、ご協力

をいただいておりますが、最近連絡忘れが多くありました。お忙しいこととは思いますが、こども

の安全の為にもご協力をお願いします。 

〈冬休みについて〉 

・冬休みの利用について、提出していただいた予定表に変更がある場合はお知らせください。ま

た、主食（白ご飯）についても予定表を確認して持参をお願いします。 

 

・12月はスノードームを作って遊びたいと思います。 

作りたい方はビンを持ってきてください。 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和４年 12月 1日 第９号 

12 
 

月 
予定 

２3日（金）  やりたいことやっちゃおうでぃ 

         「クリスマス会」 

29日（木）～3日（水） 年末・年始休所 

 

「大きくなれ！」 

カブトムシの幼虫をいただき、みんなで育てるこ

とにしました。「カブトムシをもらってきた」と話す

と大喜びで、カブトムシの土を袋ごと持ってきて

「先生はやくしようや」とやる気でいっぱいでし

た。糞をとったり、霧吹きで土を湿らせたりしてお

世話するのが楽しいようで学校から帰るとすぐに観

察する子もいます。命の大切さも感じながら育てて

いければなと思います。 

「 平凡の奇跡 」 

 

   １１月には美しい紅葉が楽しめた景色も、１２月の足音を聞くと冬将軍の到来を感じさせるようになってきま

す。令和４年も最後の月となり、月日がたつ早さを一層感じられます。 

 この１年ほど、変化が大きく、また私たちの生活に影響するでき事が多かった年はなかったのではないかと感

じます。社会現象、政治情勢、そして周りの人間関係さえ、大きく動いた年回りではなかったかと思えます。 

 コロナといやでも関わる日常の中で、社会生活も学校生活も、大きく変化した生活を私たちはいや応なく受け

入れざるを得なくなりました。マスクで相手の顔が見えない中で生活をする不自由さ、学校では多くの行事が中

止されたり、簡素化されることもありました。入学式や卒業式を経験しない学生があることも、大人としてやる

せない気持ちになってしまいます。そんな中で、今年特に感じたことは、「当たり前のありがたさ」でした。 

 平和なときには、毎日が平々凡々と過ぎゆくことを、退屈だとかつまらない、などと時に感じたことを、今で

は恥ずかしくさえ思います。戦争が遠くのでき事ではなく、身近に爆弾や鉄砲の恐怖を感じる時代になると、だ

れが想像したでしょうか。それだけに、朝起きると目が覚めて命があることのありがたさ、今日もご飯が食べら

れることの幸せ、家族がいる喜びなど、小さな幸せを感じることが多くなりました。 

 人間というのは普通に暮らしていると、不平を言うようになるそうです。文句を言い、不平を言い、それがい

い方向に向けば、仕事で改善しようという原動力になることもあります。しかし、多くの場合は愚痴をこぼした

り、時には相手を責めたりと、どうも穏やかな方向にはいかないことの方が多くなってしまうようです。 

 ウイルスだけでなく、言葉にも伝染力があります。おもしろいことに、プラスの言葉よりマイナスの言葉の方

が伝染力は強く、またスピードも速いようです。悪口が悪口を呼び、文句は更なる文句を招き、どんどん負のエ

ネルギーと渦が大きくなってしまいます。 

 そんな泥沼に入らないために、私はちょっとしたささやかな幸せを、毎日数えることにしました。例えば、今

日もお日様を見られて幸せ、ご飯の味を感じながら食べられると幸せ、やや出てきた腹を見ながらも前よりちょ

っとしまったように感じる幸せ、耳が遠くなってきたのは人の悪口を聞かなくていいからだろうと勝手に思う幸

せ、腰が痛いながらも２本の足でどこでも行けることの幸せなど、小さな幸せを数えると、なぜか幸福感が増し

てくるから不思議です。 

 私は仕事柄こどもと関わることも多いので、小さなこどもたちの純粋な心に触れるとなんとも言えず幸せを感

じます。わが子と一緒に暮らせるのは、実は人生の中のほんの短い時間です。そう思うと、怒るより一緒に笑っ

て、楽しい思い出をいっぱいつくった方が、きっと何倍もみんな幸せになるでしょう。 

 不透明な時代を生きる私たちだからこそ、毎日の暮らしを「当たり前と思えば不満が出る」、でも「平凡な毎

日をありがたいと思えば幸せが多く集まる」そんなことを近年感じるようになりました。あまり悟ってしまうと

早くあの世に召されるとか。煩悩でいっぱいの私は、まだまだ生きる気満々です。なんたってこどもたちや保護

者の皆様、そして職場の若い方々にお伝えしたいことが多いものですから、神様、まだ呼ばないで下さいね！ 

                                                        所長 杉 井 康 志 

 

縦 7㎝ぐらいです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年のリレー大会はクラブの垣根を越えてチームを作り、やりたい種目を選んで競技しました。

本番まで期間は短かったですが、グランドに出ると「よし、練習しよう！」と張り切る姿も見ら

れ、徐々に気持ちが盛り上がってきたこどもたち。当日は練習の成果を十分に発揮し、全力でバト

ンをつなごうとしたり、友だちに熱い声援を送ったりと白熱した大会になりました。寒い中ご声援

いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

ますは準備体操！ 

これからがんばるぞ～ 

気合入れて 

焼いています！ 

 焼きたての焼きそばを食べました。焼いて

いる匂いにつられて続々とやってくるこども

たち。焼けている様子を見て楽しみながら、

青空の下で食べる焼きそばは格別だったよう

でおかわりもよく食べていました。 

クリーム、さつまいも

ジャムなど好きなトッピ

ングで味わいました。焼

きたては最高だね！ 

餃子の皮に好きな

トッピングをのせて

焼きます。あれもこ

れも乗せていくと楽

しくなるね。 

チーズがとろけ

ておいしい！ 


